
40　経営戦略

令和６年度 事務事業評価一覧

№ 所管課名 事務事業名 事務事業の目的 令和６年度の主な取組
支出合計
（千円）

指標名（単位） 目標値 実績値
中長期的
方向性

情報公開の請求・申出件数（件） 75 156

公開された会議に係る傍聴者数（人） 35 17

公開された情報に対する不服申し立て件数（件） 0 0

公共サービス民間活力導入件数（件） 65 65

各課における業務フロー作成数（累計）（件） 30 46

各年度の目標を達成した施策指標の割合（％） 100.00 52.30

市史編さんの進捗率（％） 70 70

20周年記念事業（市誕生20周年記念公演等の準備の
進捗率）（％）

60 60

市民手続の電子申請可能手続数（件） 400 604

ふじみ野市第3次情報化基本計画記載事業の実施率
（％）

100 100

ふじみ野市デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）推
進方針の実施率（％）

75 67

5,867 継続1 契約・法務課
情報公開・個人情報
保護事務

情報公開制度：市民等の情報の公開を求める権利を保障
する。
個人情報保護制度：市民等の保有個人情報の開示等請求
の権利を保障する。

①情報公開制度に基づく公開請求等の公開
②個人情報保護制度に基づく保有個人情報の開示
③情報公開・個人情報保護審査会及び情報公開・個人情報保護運営審議会の開催
④審議会等の会議の公開

継続

3 経営戦略室 行政評価推進事業

行政評価を実施し、計画に掲げている成果指標などで進
捗状況を計ることにより最上位計画の確実な推進を図る。
また、効率的で質の高い行政の実現、成果重視の行政の
推進、市民に対する説明責任の履行を果たし、ひいては、
市民サービスの質の向上に繋げる。

①内部評価の実施：事務事業評価では、指標の目標達成度や成果等の評価を行い、今後の
具体的な方向性を示した。また、施策評価では、施策を構成する事務事業を基に、施策目標
を達成するために有効な取り組みや事業などを振り返り、今後の方向性を示した。これらの評
価を基に、課題を洗い出し、ＰＤＣＡサイクルを活用しながら、目標設定を行った。
②外部評価の実施：①で実施した評価の客観性及び透明性の確保を目的に外部評価委員
会を実施し、行政評価に対して市民等の外部の視点を導入しながら、将来構想の進捗管理
を行った。なお、後期基本計画がスタートしたことから、前期基本計画実施施策の総括や第2
期総合戦略の効果検証報告、後期基本計画及び第3期総合戦略の概要及び令和7年度以
降の外部評価の実施方法の説明を行った。

9,863 継続

2 経営戦略室 政策推進事務

全庁的な課題に向けた事業等の事務局として、各担当課と
連携しながら課題解決に向け取り組む。また、新たな行政
課題に対応し、事務の効率化を図るため、県や関係市町
村との連携を強化し広域行政を円滑に推進する。

【「オールふじみ野」未来政策会議】3回の取材で、市報10月号から3月号に記事を掲載した。
【指定管理者制度】より良い提案を受けるべく事務局として、選定対象施設の仕様書等の見
直しを行った。
【研修の実施】ＳＤＧｓ研修（継続、1回／年(新入職員研修)）、ＥＢＰＭ研修（継続、1回／年）、
ＢＰＲ研修（2回／年）を実施した。

42,298

完了

5 情報・統計課 ＩＣＴ管理運営事務

・全庁的な情報システムの適正な管理及び運営
・全庁的な情報化の推進及び支援
・情報セキュリティ対策
・職員のＩＣＴスキルの向上

①ＤＸ推進方針に基づき、行政手続きのオンライン化、情報システムの標準化・共通化等の
各施策を推進した。
②専門知識を有する外部人材にＣＩＯ補佐業務を委託し、ＤＸ推進体制の強化を図った。
③自治体Ｗｉ－Ｆｉサービスの適切な運用を図った。
④事務効率化のため、ＲＰＡ、ＡＩ－ＯＣＲ、音声テキスト化等のシステムを活用を推進した。
⑤庁内ＤＸの推進のため、チャットツール、生成ＡＩ、電子申請システムの活用を推進した。

79,354 継続

4 経営戦略室 ２０周年記念事業
令和7年10月にふじみ野市が誕生して20周年を迎えること
から、市民等が一体となって20周年の節目をお祝いするこ
とで、市への愛着の醸成を図る。

①市誕生20周年記念公演の開催に向けた準備を行った。
②キャッチフレーズ、シンボルマーク、啓発品の作成を行った。
③市主催事業及び共催事業等の検討を各課と行った。
④記念式典の開催に向けた調整を行った。
⑤ふじみ野市史の編さんを行った。

24,052
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